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衆議院海賊行為への対処並びに国際テロリズムの防止及び 

我が国の協力支援活動等に関する特別委員会ニュース 

平成 25.4.3 第 183回国会第３号 

 

4月 3日（水）、第３回の委員会が開かれました。 

 

１ 海賊行為への対処並びに国際テロリズムの防止及び我が国の協力支援活動等に関する件 

 ・岸田外務大臣、太田国土交通大臣、小野寺防衛大臣、あべ外務大臣政務官、平経済産業大臣政務官、赤澤国土交通大

臣政務官、左藤防衛大臣政務官及び政府参考人に質疑を行いました。 

 

（質疑者及び主な質疑内容）

鈴 木 馨 祐君（自民） 

・一番のテロ対策は、テロリストとの交渉は一切しないこ

と、テロリストの大義を認めないこと及びテロの背景に

ついて必要以上に詮索しないことだと考えるが、この考

え方に対する岸田外務大臣の見解を伺いたい。 

・我が国が中東和平についてイニシアチブを取りつつ進め

て行く必要性に対する岸田外務大臣の見解を伺いたい。 

・中国がパキスタンのグワダル港を軍港として使用するこ

とに対する小野寺防衛大臣の見解を伺いたい。 

 

江 田 康 幸君（公明） 

・在アルジェリア邦人に対するテロ事件が発生した当時、

在アルジェリア日本大使館の情報収集体制は十分に機能

していたのか、岸田外務大臣に伺いたい。また、同大使

館にアラビア語を専門とする職員を配置する必要性につ

いての岸田外務大臣の認識を伺いたい。 

・防衛駐在官の適切かつ効率的な人員配置についての政府

部内の検討状況について、小野寺防衛大臣に伺いたい。 

・自由民主党及び公明党の「与党・在外邦人の安全確保に

関するプロジェクトチーム」の報告では、自衛隊による

在外邦人等の輸送の安全の要件について、現行法のまま

「輸送の安全について、これが確保されると認めるとき」

とすることと「当該輸送を行う地域において、輸送を行

うことが可能と認めるとき」とすることの両論が併記さ

れ、政府において検討・決定することとされたが、この

安全の要件についての政府における検討状況について、

小野寺防衛大臣に伺いたい。 

 

奥 野 総一郎君（民主） 

・民間船舶がソマリア沖・アデン湾で海賊被害に遭わない

ためには、海賊被害を防止するためのマニュアルである

「ベストマネージメントプラクティス」に従う等の自衛

措置を講じることが必要であると考えるが、小野寺防衛

大臣の認識を伺いたい。 

・我が国において、オランダのように公的な武装要員を自

国籍の船舶に乗船させるのではなく、民間武装警備員の

乗船を認める法案の提出が検討されている理由について、

国土交通省に伺いたい。 

・日本政府としてソマリア連邦共和国の治安向上や産業振

興に対する支援を継続していく必要性についての岸田外

務大臣の見解を伺いたい。 

 

林   宙 紀君（みんな） 

・在アルジェリア邦人に対するテロ事件が発生した当時、

外務省からアルジェリアへの渡航延期を勧める危険情報

が出ていたが、現地の日系企業に対してはいかなる注意

喚起又は警告をしていたのか、岸田外務大臣に伺いたい。 

・原子力規制委員会が発表した「発電用軽水型原子炉施設

に係る新安全基準骨子案」において、テロ対策のために

設置する「特定安全施設」から原子炉建屋までの距離が

約 100メートルと例示されていることは、テロ対策上適

当ではないと考えるが、原子力規制庁の見解を伺いたい。 

・我が国内の原子力発電所において、現在どのようなテロ

対策がなされているのか、警察庁、海上保安庁及び小野

寺防衛大臣に伺いたい。 

 

今 村 洋 史君（維新） 

・在アルジェリア邦人に対するテロ事件への対応において、

外務省内での情報確認作業はどのように行われたのか、

岸田外務大臣に伺いたい。また、外務大臣への情報伝達

は妥当に行われたか、同大臣の認識を伺いたい。 

・都道府県知事の要請により、自衛隊の国民保護等派遣が

行われた場合、その指揮権及び責任は、防衛大臣にある

のか、現場の指揮官にあるのか、小野寺防衛大臣の見解

を伺いたい。 
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・「日本版ＮＳＣ（国家安全保障会議）」の必要性について、

岸田外務大臣及び小野寺防衛大臣はどのように考えてい

るのか伺いたい。 

 

三 宅   博君（維新） 

・外務省は、在アルジェリア邦人に対するテロ事件発生時

に具体的にどのような対応を行ったのか、岸田外務大臣

に伺いたい。 

・４月１日の本委員会において、岸田外務大臣は、アルカ

イダ本体が弱体化している旨の発言を行っているが、そ

の根拠について伺いたい。 

・テロ事件への対応においては、情報収集能力の強化だけ

ではなく、テロ集団への反撃・報復能力も強化していく

必要があると考えるが、岸田外務大臣の見解を伺いたい。 

 

中 根 康 浩君（民主） 

・資源フロンティアであるアフリカ大陸に進出する企業を

国が積極的に支援すべきと考えるが、経済産業省による

アフリカにおけるレアアース及びレアメタルの埋蔵量調

査の進捗状況を伺いたい。 

・レアアース及びレアメタル確保の観点から、我が国にと

って重要なアフリカの国及び地域を経済産業省及び岸田

外務大臣から具体的に示していただきたい。また、その

国及び地域におけるテロの危険度についての岸田外務大

臣の認識を伺いたい。 

・レアアース及びレアメタルを産出する国に対してインフ

ラ整備や医療システムの輸出を行うことで、我が国への

好感度を高め、テロの未然防止につながると考えるが、

経済産業省の見解を伺いたい。 

 

赤 嶺 政 賢君（共産） 

・開戦の最大の根拠とされた大量破壊兵器が発見されず、

国際テロ組織アルカイダとの関係も否定されたイラク戦

争の開戦を支持した小泉内閣の判断の是非について、岸

田外務大臣の認識を伺いたい。 

・2002年の米国の国家安全保障戦略に明記された「必要な

場合には単独で、先制して自衛権を行使することも辞さ

ない」との考え方は、現在のオバマ米政権の国防戦略に

も引き継がれていると考えるが、岸田外務大臣の認識を

伺いたい。 

・現在行われているタリバン及びアルカイダに対する攻撃

を自衛権で説明している米国のために、我が国が集団的

自衛権を行使することは危険だと考えるが、小野寺防衛

大臣の見解を伺いたい。 

 

村 上 史 好君（生活） 

・ソマリア沖・アデン湾での自衛隊による海賊対処行動を

継続的に行っていく上での課題について、小野寺防衛大

臣の見解を伺いたい。また、現行の海賊対処行動に関す

る対処要項は本年７月までを期限としているが、延長す

る意思はあるか、併せて同大臣に伺いたい。 

・政府は、日本船籍の船舶に民間武装警備員が乗船できる

ようにする法案を準備しているとのことだが、乗船でき

る民間武装警備員の国籍や活動できる海域、携帯できる

武器の種類等について、現在どのような検討を行ってい

るのか、国土交通省に伺いたい。 

・沿岸部に立地する原子力発電所の海上からの警備に関す

る海上保安庁の体制について、太田国土交通大臣に伺い

たい。また、同警備における装備面及び人員面での課題

について、併せて同大臣の見解を伺いたい。 

 


